
釧路はタンチョウ保護問題の先進地？

理事長　百瀬邦和

　釧路地方は１年を通して身近に野生のタンチョウを見られる
世界でも珍しい場所で、しかも絶滅の瀬戸際から復活させたと
いう輝かしい歴史を背負っている地方でもあります。また一方
で、外国の人から見ると「ほんとうに野生の鳥なの？」と言わ
れる程に給餌に依存し、また人慣れや、それに伴って各種の事
故が増加しているといった問題を抱えています。生息数が増え
てきたことや人慣れが進んできたことも影響して各種の農業被
害が起きています。阿寒や鶴居のタンチョウ保護の歴史が世界
でよく知られているのと同時に、タンチョウを見に多くの外国
人 が 訪 れ る よ う に な っ た こ と で、 地 元 に い る 私 た ち が 思 っ て
いる以上に釧路のタンチョウの全てが視られているようです。
個々の事例に対しての受け取り方も様々です。タンチョウとと
もに暮らしている私たちは、無意識にタンチョウとの付き合い
方を世界に発信しているのだという認識を持つ必要があると感
じています。
　最近はタンチョウ保護研究グループの外国での活動が多くな
ってきました。本号で紹介するロシアでの調査や中国の小学校
での普及活動、さらに年末には北京での国際会議と韓国での普
及活動と調査も予定されています。また、昨シーズンと同様に
1 月下旬には 4 カ国の学生が参加する国際エコキャンプを行い
ます。これらの活動を通して、タンチョウの将来について一緒
に考えていきたいと思っています。
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国際ネイチャースクールに参加しました　　　本藤泰朗

　10 月 6 日から 17 日にかけて中国東北部を訪問

し、国際ネイチャースクールに参加しました。

　中国の東北部、黒竜江省ハルビンにある東北林業

大学の学生を中心として課外活動の一環として、学

生を指導者とした小学生に対する環境教育活動が小

規模に行われていました。今年度からは新たに「国

際ネイチャースクール」として大規模に活動するこ

とになり、地球環境基金の助成を受け、この活動を

サポートしているタンチョウ保護研究グループも指

導者として参加することになりました。

　今回国際ネイチャースクールが開催された場所は

中国内モンゴル自治区ツムジ国立自然保護区、吉林

省モモグ国立自然保護区です。両保護区では開発や

気候変動等による湿地の乾燥化が深刻な問題になっ

ており、湿地で生息するタンチョウに対しても悪い

影響があると考えられています。また、地元住民の

タンチョウの盗卵が繁殖率低下の一つの問題になっ

ています。

　ツムジ国立自然保護区は総面積が 94,830 ヘク

タールでその内 30％が湿地で残りが草原という環

境で、保護区内に建設されたタワーに登ると広大

な湿地を見渡せます。釧路湿原国立公園の広さが

28,788 ヘクタールですので、その広さがある程度

想像できると思いますが、保護区の周囲には山や丘

が全く無く、樹木も少ないので、数字以上に広く感

じました。私たちが訪れた時はツル類の渡りが終わ

りの時期を迎えていたこともあり、ツル類はタン

チョウが 1 つがい（ヒナ 1 羽連れ）と最大 24 羽の

ソデグロヅルを確認したのみでした。そのほかにハ

イイロガン、アカアシチョウゲンボウ、コキンメフ

クロウなど、日本では珍しい鳥も多数観察できまし

た。

　モモグ国立自然保護区は総面積が 144,000 ヘク

タール。こちらの保護区も相当な広さです。ここは

ソデグロヅルの渡りの大きな中継地点でもあり、私

たちが訪れた時には 2000 羽以上のソデグロヅルが

飛翔する迫力の光景を目にしました。ここではミヤ

マガラス、コクマルガラス、ハイイロチュウヒ（オ

ス）、ムラサキサギなど、やはり普段見慣れていな

い野鳥を多数観察できました。

　大学生が指導者として活動を行うことで学生自身

の教育者としてのスキルアップを図るだけでなく、

国際ネイチャースクールを受けた小学生を通した大

人への波及効果も期待できることから、地元住民全

体での環境保護への関心を高めることが期待できま

す。

　国際ネイチャースクールには東北林業大学を中心

とする 8 名の大学生と、活動をサポートする中国

国内の指導者 8 名、アメリカの国際ツル財団から

ス　リイン博士、ジム・ハリス博士の 2 名、タンチョ

ウ保護研究グループからは百瀬、本藤の 2 名がス

タッフとして参加しました。

　ツムジ国立自然保護区では 3 日間、モモグ国立

自然保護区では 2 日間活動が行われ、小学生・先生・

保護区の職員を合わせると 200 名以上が参加しま

した。

　国際ネイチャースクールでは、参加する小学生が

「湿地の鳥」「草原の鳥」「植物」「湿地の仕組み」の

大学生を中心にスクールを進めます

水の中の生物を観察する子供たち
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4 つのグループに分かれ、自分たちの住んでいるす

ぐ近くの湿地とその周辺に棲んでいる生き物、生き

物と湿地との関係について学び、湿地の役割と重要

性を考えます。そして 4 つのグループを 1 日かけ

てローテーションし、最終日にはまとめとして学ん

だことを絵に描き、感想などを書いて発表しました。

私には中国語がわからないので子供たちの話してい

る細かな内容は理解できませんでしたが、活動中の

子供たちの生き生きとした表情と、最終日に描いた

まとめの絵を見ると、私達が伝えたかったことは十

分子供たちに伝わっていると感じました。

　また、学校のすぐ近くにあるにもかかわらず保護

植物を調べる子供たち

ネイチャーゲームを楽しむ子供たち

絵を描いて感想を発表しました

終了後の記念撮影

区に入ったことのなかった先生も多く、参加した先

生たちにとっても良い経験になったのではないで

しょうか。

　中国ではこのような野外での環境教育活動はまだ

ほとんど行われていません。環境悪化が著しいとい

われる中国において、今後このような環境教育活動

が盛んに行われるようにになることで意識も高ま

り、生物多様性の保全につながると思います。

　タンチョウ保護研究グループでは今後もこの国際

ネイチャースクールの開催を積極的にサポートした

いと考えています。
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　7 月下旬～ 8 月上旬にかけて、ロシアに生息する

タンチョウの調査をしてきました。私は初めてのロ

シアへの渡航でした。調査機材の持ち込みに厳しい

チェックがあるという噂を聞いていましたので、渡

航前は少し不安がありました。しかし、成田発ウラ

ジオストク行きの飛行機が 2 時間遅れの出発になっ

たくらいで、ロシア滞在中は天気にも恵まれ、ほぼ

予定通りの調査を行うことができました。

　この調査は、環境省の環境研究総合推進費（以下、

推進費）による研究の一環として行いました。この

推進費による研究は、3 年間継続して行う予定で、

今年度から始まったものです。研究課題は、「シマ

フクロウ・タンチョウを指標とした生物多様性保全

－北海道とロシア極東との比較」で、4 つのサブテー

マ毎に分担して研究が行われます。タンチョウ保護

研究グループは「タンチョウ・シマフクロウの生息

環境解析」というテーマを担当しています。「シマ

フクロウ？」と思われる方もいらっしゃると思いま

すが、この推進費ではシマフクロウを専門とする研

究者の方と共同で研究を行うことになりました。残

りの 3 つのテーマ、「遺伝的多様性と近交弱勢解析」、

「指標種としての有効性解析」、「将来シナリオと生

息地保全・復元計画」については、北海道大学の研

究者が担当します。

　この推進費では、タ

ンチョウの北海道にお

ける生息地とロシア極

東における生息地の比

較を行う予定です。そ

こで、今回の調査では、

北海道で繁殖期に行わ

れている飛行調査と同

様に、ヘリコプター（写

真 1）を使用した飛行調

査を行いました。調査

地域は、今年の 9 月に

APEC 首脳会議が行われ

たウラジオストクから

直線距離で約 160km 北

にある、ハンカ湖とい

ロシアにおけるタンチョウ調査　　　　　　　正富欣之

う湖の西岸の湿原（写真 2）です。時期的に営巣期

ではなく、育雛期ですので、つがいやヒナ連れ家族

を探すことになります。調査結果としては、29 組

のヒナ連れ家族、31 組のつがいを発見しました。

ヒナ連れ家族のうち、11 組がヒナ 2 羽連れ家族（写

真 3）でした。韓国の越冬地の調査で、北海道と比

べるとヒナ 2 羽連れ家族の割合が高いということが

分かっています。繁殖地での状況でも、2 羽連れ家

族の割合が北海道と比較して高い可能性が示唆され

ました。

　北海道のタンチョウと異なり、大陸のタンチョウ

は春と秋に「渡り」をします。ロシア極東の繁殖

地に生息しているタンチョウは、冬にはどこで越冬

しているのでしょうか？これまでの研究で、おそ

らく韓国で越冬しているのではないかと考えられ

ています。今回の調査では、Platform Transmitter 

Terminal（以下、PTT）という衛星追跡送信機をタ

ンチョウ 1 羽に装着しました。この PTT と呼ばれる

装置は、装着したタンチョウ（写真 4）の GPS によ

る位置情報を衛星に送ります。衛星で受信したデー

タは、地上の基地局に送られ、インターネットを通

じて取得します。したがって、渡りの時期や経路、

越冬場所などが明らかになることが期待され、今後

の動向に注目しています。

写真 1　調査で使用した 5 人乗りのヘリコプター
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写真 3　ヒナ 2 羽連れの家族

写真 2  調査地の湿原

写真 4　北海道で PTT を装着したタンチョウ
　　　　（背中からアンテナが出ている）
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　タンチョウ保護研究グループが中標津町にある俵

橋湿原内の町有地 10 アールを借りてデントコーン

を栽培し、それを収穫せずに残すことによってタン

チョウへの給餌を行う実験を行っています。集中し

ている少数の越冬地を分散させるとともに、人と距

離を置いた形での冬の餌の確保を狙っています。今

年は 6 月 9 日にデントコーンの種まきを行いまし

た。昨年はエゾシカが若い芽を食べてしまったので、

今年度は環境省釧路自然環境事務所から電気牧柵を

借りて周辺を囲いました。夏の間に 2 回、手作業

による草取りも行いました。今年はシカによる食害

は防止できたのですが、芽生え期にカラスやノウサ

ギによると思われる食害があり、また当地がもとも

と畑には適さない湿地帯であることもあって、デン

トコーンの生育は十分ではありませんでした。さら

に、コーンが実り始めてタンチョウが畑に飛来する

頃に電気牧柵を外したのですが、さっそくシカが来

て実ったコーンを食べてしまいました。しかし、タ

ンチョウの羽数枚が畑の脇に落ちていましたので、

タンチョウも確かにコーンを食べに来ていたようで

すが。

　そこで、今年は釧路市音別町で農業をしている会

員の榊原さんからトラック１台分の房付きのデント

コーンを分けていただいて、10 月 5 日には、種ま

きの時から一緒に活動している中標津在住のプロ

ジェクトのメンバーと一緒に冬季給餌台（ニオ型）

を設置しました。畑に残っている茎だけになったデ

ントコーンの一部も材料にしました。ニオは木の枝

木の枝で骨組みを作ります

俵橋湿原プロジェクト～ニオづくり　　　　百瀬邦和

を使ってしっかりとした骨組みを何本も立て、積雪

に備えて土盛りを作ったりと、これまででも一番大

きなものになったと思います。

　ニオ作りの作業中にタンチョウの鳴き合いが近く

で聞こえ、それに追われるように１羽が上空を飛ん

で行きました。作業後に見に行くと、２羽のタンチョ

ウが立っていて、１羽には 088 の足環を付けてい

ます。このつがいが私たちのデントコーン畑に通っ

ているのかもしれません。当日は少し離れた収穫の

終わったデントコーン畑に合計 40 羽程のタンチョ

ウが確認できましたので、088 のつがい以外にも

私たちの畑とニオに来てくれるかもしれません。

　11 月 22 日には釧路・根室地方で今年始めての

まとまった雪が降りました。中標津でも 10cm 近

い積雪だったそうですが、俵橋湿原の畑とニオには

足環のない２羽が来ていたそうです。

実の付いたコーンの茎を立てかけます

完成したニオ（中に給餌用のバケツが見えます )
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「湿地之神 II」ができました　　　　　　　井上雅子
　昨年度から地球環境基金の助成金で作成してきました「湿地之神」シリーズ（全 3 巻）のうち、今年度分

として、第 2 巻「タンチョウの生態・行動編」が完成しましたのでお知らせします。

今回も釧路市内の小中学校のクラスごとに 1 冊ずつ配布していただけるよう教育委員会に 500 部を、タン

チョウ特別天然記念物指定 60 周年記念公開シンポジウムで参会者のみなさまに配布していただけるよう

300 部を市に寄贈しました。

　本シリーズは、北海道はもとより、タンチョウの生息するロシア、中国、韓国、さらにはもっと広く世界

の方々に知っていただきたいと 5 か国語で表記されています。この小冊子を教材として使い、子どもたちへ

の環境教育を大人がサポートすることを前提としていますので、説明文は極力少なくしてあります。

そのため、わかりにくいこともあるかと思います。何かお気づきの点がございましたら、どうぞお知らせく

ださい。ホームページ上でも公開しておりますが、必要な方は送料（切手 80 円分）をお送りください。

　この度、当団体の英語名が変更となりました。これまで当団体の英語名は和名「タンチョウ保護研究グルー

プ」を英語に置き換えた「Tancho Protection Group」としてきました。この英名について海外の理事の方

から、英米人の感覚から「Protection Group」という言葉が自然保護団体として適切ではないこと、「Tancho」

が一般的ではないことなどが指摘され、英語名変更の提案がありました。運営会議等で何度が協議され、

「Red-crowned Crane Conservancy」という英語名が提案され、臨時総会の承認を経て、新しい英語名とな

りました。「Red-crowned Crane」はタンチョウの英語表記として、公の場で比較的多く使われている呼び

方です。「conservancy（コンサーバンシー）」は、あまり聞き慣れない英語ですが、「自然保護団体」を意

味する単語として欧米では一般的な言葉のようです。日本語名および活動内容などはまったく変わりはあり

ませんが、今後は当団体の英語表記は「Red-crowned Crane Conservancy（略称 RCC)」を使用していきます。

湿地の神Ⅱより（天敵とねぐらについて）

事務所を移転しました

お知らせ【当団体の英語名が変わりました】
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特定非営利活動法人

　タンチョウ保護研究グループ
　　　（編集：松本文雄）

〒 085-0036
北海道釧路市若竹町 9 番 21 号（新住所）
Tel/Fax 0154-22-1993

Red-crowned Crane Conservancy  (RCC) newsletter     TANCHO
Seventeenth  issue  　　November  2012

e-mail:  tancho1213@pop6.marimo.or.jp
URL:   http://www6.marimo.or.jp/tancho1213

＜会員（11 月末現在）＞

運営会員：28 名、個人サポート会員：142 名、団体会員：11 団体

＜表紙写真＞

国際ネイチャースクールに参加した子供た

ち ( 吉林省モモグ蒙古中心小学校 )

　　　　　　　　　　　撮影：本藤泰朗

＜活動記録＞（2012 年７月〜2 012 年 11 月）

7 月 27 日～ 8 月 7 日　
　　　　　ロシア沿海州で調査（百瀬、正富欣之）
8 月 3 日　　会誌「Tancho」16 号発送
8 月 10 日　 運営会議 (8 名出席 )
8 月 23 日　 俵橋湿原植物調査（工藤・井上）
8 月 30・31 日　
                  タンチョウ特別天然記念物指定 60 周年
                  記念事業の一環のサマーキャンプに協
                  力（講演とカヌーでの湿原探索伴走）
9 月 2 日〜４日　J．ブラム理事来釧
9 月 3 日　   運営会議 (9 名出席 )
9 月 22 日　 臨時総会開催
9 月 27 日　 俵橋湿原のデントコーン畑で電牧柵を
                      撤去
10 月 2 日　湿地之神Ⅱ完成　2000 部納品
10 月 3 日　運営会議 (9 名出席 )
10 月 5 日～ 18 日　
                     国際ネイチャースクール参加のため中
　　　　　   国・内モンゴル自治区と吉林省を訪問。
　　　　　　ハルピンの東北林業大学で講演（百瀬・
　　　　　　本藤）
10 月 13・14 日　
　　　　　地球環境基金の中間発表出席（東京・正
　　　　　富欣之）
10 月 22 日　湿地之神Ⅱ残り 3000 部納品
10 月 25 日　釧路市音別町直別の榊原農場でニオ
　　　　　　用のデントコーンを刈り取り
10 月 26 日  俵橋湿原のデントコーン畑でニオを設   
　　　　　　置
10 月 31 日　湿地之神Ⅱ完成報告で市長・教育長
　　　　　　を表敬訪問、教育委員会へ寄贈
11 月 3 日　釧路市ほか主催のタンチョウ特別天然
　　　　　  記念物指定 60 周年記念シンポジウム
                    に参加

11 月 6 日　運営会議 (10 名出席 )
11 月 12 日　地球環境基金より監査のため２名来所
11 月 16 日　TKGnews53 号発送

　タンチョウは昭和 10 年に天然記念物として指

定された後、昭和 27 年に特別天然記念物に格上

げされました。今年は特別天然記念物指定 60 周

年にあたり、これを記念して釧路市ではさまざま

なイベントが行われました。そのひとつとして、

11 月３日に釧路プリンスホテルで記念シンポジ

ウム「サルルンカムイとともに歩んだ 60 年、そ

して未来へ」が開催されました（主催：釧路市ほ

か）。

　シンポジウムは２部構成で、第一部では高橋良

治丹頂鶴自然公園名誉園長の基調講演のあと、当

会理事でもある正富宏之専修大学北海道短大名誉

教授の司会で、ツルの保護の歴史について、関係

者が語り合いました。第２部ではタンチョウの現

状と未来について、環境省の担当者や保護や調査

研究活動を行っている方々が意見交換を行いまし

た。当会からは百瀬邦和理事長と正富宏之理事が

参加し、基礎調査の重要性や、さまざまな立場の

人々が意見を交わしてタンチョウと人とのあり方

を考えていくことの必要性を述べました。会場の

一角では当団体のブースも設置し、広報に努めま

した。

タンチョウ特別天然記念物指定 60 周年記念
シンポジウム「サルルンカムイとともに歩
んだ 60 年、そして未来へ」が開かれました
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